
東京都産業教育振興会主催 

演 題 「コロナ禍を経て、若者はいま」 

講 師 宮本みち子 氏 

放送大学・千葉大学名誉教授 

〇日時 

 令和５年６月２９日（火） 

１５時―１６時３０分       

〇会場 

 全商会館 

 東京都新宿区大京町２６番地 

ＴＥＬ ０３（３３５７）７９１１ 

〇方法 対面開催及びＷｅｂｅｘによるオンライン開催  

〇講演内容 

不安定雇用、資困、引きこもりの増加等、コロナ以前から、若者・子ど

もたちの厳しい状況は指摘されていました。 

いわゆる「失われた20年」の間に、「若者のアンダークラス化」と呼ば

れる「不安定な雇用」「際立つ低賃金」「結婚・家族形成の困難」という三

つの困難に直面する若者たちが増加したのです。 

こうした状況に追い打ちをかけるように、コロナ禍は若者・子どもたち

の暮らしにも大きな影を落とし、若者・子どもたちを過酷な状況に突き落

としました。 

講    演    会 



今回の講演では、「アンダークラス化してきた要因はなにか。」「コロナ禍

でどのような問題が顕在化しているのか。」を中心にお話しし、「学校では

厳しい状況にある子どもたちに何ができるのか」「アフターコロナを見据

え、厳しい状況に置かれ、孤立している人たちの社会的絆をどう再構築し

ていったらよいのか」をともに考えていきたいと思います。 

〇宮本みち子 氏 プロフィール   

1947年生まれ、長野県出身。東京教育大学文学部卒業、お茶の水女子大

学大学院修了。 1975 年、千葉大学助手、助教授を経て教授。1997～98年、

英国ケンブリッジ大学客員研究員。2005年、放送大学教授を経て、14年同

副学長。2018年に退職。労働政策審議会委員、中央教育審議会委員、社会

保障制度審議会等の委員を務める。著書に『すべての若者が生きられる未来

を』(岩波書店)、『下層化する女性たち』(勁草書房)、『アンダークラス化す

る若者たち』(明石書店)等。  

〇参加申込 

＊６月１６日（金）までに①所属②職③氏名④メールアドレス⑤参加方

法（対面又はオンライン）を記入して、下記の申込先にメールでお申込み

ください。 

＊参加決定者には、後日、案内図又はオンライン会議の招待メールをお送

りします。 

〇申込先 

東京都産業教育振興会事務局 担当 花野 

メールアドレス：Kouichi_Hanano@member.metro.tokyo.jp 
 

 

 問い合わせ：東京都産業教育振興会事務局 

電   話：０３－５３２０－６７２９ 


